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研究成果の概要（和文）：本研究では、「協調学習・作問学習・ブレンディッドラーニング」を組み合わせた学
習方法の有効性を明らかにするため、「利用者による問題の作成、編集、削除機能」「作成された問題をランダ
ムに組み合わせて試験形式で出題する機能」「問題作成数に応じた受験回数制限機能」という特徴を有する学習
支援システムを開発した。「意欲」の観点では有効性を示せたが、「効率」と「理解度」の観点では一部有効性
を示せなかった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to clarify the effectiveness of the learning
 method combining "collaborative learning, questioning learning, blended learning".
We developed a learning support system with functions such as "creation, editing and deletion of 
questions by users" and "questions in test form randomly combining the created tests" and "
limitation of the number of examinations according to the number of problem creation".
"Motivation", "Efficiency" and "Understanding" effect were clarified.

研究分野：医療情報、教育工学、情報セキュリティ

キーワード： 学習支援システム　SNS　ブレンディッドラーニング　eラーニング　CBT　協調学習　作問学習　医療情
報
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 2013年 6月 14日に閣議決定された「世界
最先端 IT 国家創造宣言」によると、医療分
野の取組が重点施策として取り上げられて
おり、国民全体の IT リテラシーの向上や高
度な IT 人材の育成の必要性も指摘されてい
る[1]。2013年 10月時点では、医療情報シス
テムの専門家であることを示す医療情報技
師の取得者は 12,319 名で、全国に存在する
8,565病院数に比べ不十分である[2]。医療機
関に勤務する医療従事者の IT リテラシーが
低いという問題も指摘されており、医療の IT
化が遅れている一因ともなっている[3]。医療
情報技術者を増やし、医療従事者の IT リテ
ラシーを向上させることが急務であるが、育
成を担う人材が不足しており、学習者もまと
まった学習時間を確保するのが困難なこと
から、効率的で効果的な人材育成手法が求め
られている。 
 研究代表者はその手法として、ブレンディ
ッドラーニングが有効であることを明らか
にした[4][5]。ブレンディッドラーニングとは、
異なる学習メディアを融合・調合する教育手
法であり、対面授業と eラーニングを併用す
ることで、学習効果を高める試みを指す。病
院内での人材育成を例に挙げると、研修を対
面授業のみとした場合、受講者の都合をふま
えて授業日時と場所を決める必要がある。ま
た、個々の受講者の理解状況に差がある場合
は、不必要な授業内容になってしまう場合も
あり非効率的である。特に病院職員は、勤務
が交代制となっている職種が多いために日
程調整が難しく、職種によって専門知識が異
なる。医療の緊急性から、受講者が学習を頻
繁に中断することも考慮に入れる必要があ
る。これら問題点への解決策として eラーニ
ングが挙げられる。しかし、e ラーニングの
みとした場合、受講者一人ひとりが孤立して
しまいがちで学習意欲が湧かず、途中で挫折
してしまう可能性があり、講師は教材作成に
忙殺されてしまう。e ラーニングはオンライ
ンによる試験実施と採点機能のみ用い、ブレ
ンディッドラーニング方式で研修すること
で、対面授業と eラーニングの欠点が相互補
完され、利点のみ享受することが可能になる。 
万能に思えるブレンディッドラーニングだ
が、作問に多少手間がかかることと、講義に
参加できない受講者への対応が難しいとい
う課題も明らかになった。 
 ブレンディッドラーニングの課題を解決
するためには、各種学習理論を情報システム
上で組み合わせることが相乗効果も期待で
きることから最適であると考え、有効性が古
くから知られている「協調学習」と「作問学
習」を「ブレンディッドラーニング」に適用
した、SNS型学習支援システムを構築するこ
ととした。協調学習と作問学習を組み合わせ
た学習支援システムを学生や生徒に適用し
た研究報告は見かけるものの、前述した 3つ
の学習理論を組み合わせた学習支援システ

ムを社会人に適用した研究報告は見かけず、
その効果は明らかにされていない[6]。 
 
２．研究の目的 
本研究では、 
・ 利用者による問題（質問文、解答、解説）
の作成、編集、削除機能 
・ 作成された問題をランダムに組み合わせ
て試験形式で出題する機能 
・ 問題作成数に応じた受験回数制限機能 
・ 質問文、解答、解説のそれぞれについて、
作成者以外による評価やコメント機能 
という特徴を持ったｅラーニングシステム
（以降、Social Based Training: SBTとする）
を開発し、 
・ SBTを用いた遠隔地の利用者による自己
学習 
・ SBTを用いたブレンディッドラーニング
形式での授業や研修 
を行うことで、「協調学習・作問学習・ブレ
ンディッドラーニング」を組み合わせた学習
方法の有効性を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 以下の手順で研究を行った。 
(1) SBT の要件定義をおこない、仕様を策定
した。 

(2) 仕様を元に、SBT を開発した。 
(3) 開発と平行して、仕様に基づいた問題デ
ータ（質問文と解答）を作成した。（初
期段階では、ある程度の問題数が必要な
ため） 

(4) 完成した SBT を用いて、利用者には作
問・受験・問題の評価を繰り返ししてい
ただいた。 

(5) 完成した SBT を用いて、ブレンディッド
ラーニング形式で繰り返し講習を行っ
た。 

(6) ある程度の期間利用した後、利用者と講
師を対象にアンケートを実施し、集計し
た。 

(7) アンケート結果を元に、SBT の有効性を
検証した。 

(8) 研究結果をまとめ、医療情報関連学会や
教育関連学会などで発表した。 

 一連の研究が終わった後、研究結果を元に
仕様を再検討し、SBT に改良を加えた上で同
様の流れで研究を行った。協力者を積極的に
募集し実験データを増やし、異なる分野の作
問も行い分野ごとの違いも検証した。 
 SBT の概念図を図 1 に、研究スケジュール
を表 1に示す。研究成果を公開するため、Web
サイトを随時更新し、学会発表を適宜行った。 



 

図 1 SBT の概念図 
 

表 1 研究スケジュール 
月 システム 実証実験 
４ 要件定義 実験計画 
５ 仕様作成 ↓ 
６ 開発 問題データ作成 
７ ↓ ↓ 
８ ↓ ↓ 
９ 完成 実証実験 
10 機能改善および 

デバッグ 
↓ 
↓ 

11 ↓ アンケート実施 
12 ↓ ↓ 
１ ↓ ↓ 
２ ↓ ↓ 
３ ↓ ↓ 
 
４．研究成果 
(1) 平成 26 年度 
 本研究のベースとなるSBTシステムの要件
として、「利用者による問題（質問文、解答、
解説）の作成、編集、削除機能」「作成され
た問題をランダムに組み合わせて試験形式
で出題する機能」「問題作成数に応じた受験
回数制限機能」「質問文、解答、解説のそれ
ぞれについて、作成者以外による評価やコメ
ント機能」を定義した。この定義に基づき、
使用するサーバのスペックやプログラム言
語、データベースフォーマットなどの仕様を
策定し、SBT システムの開発に着手した。要
件定義の「作成された問題をランダムに組み
合わせて試験形式で出題する機能」が実装で
き、研究成果を公開するための Web サーバも
準備した。 
 SBT システムで取り扱う問題データの基礎
資料となる医療情報の用語集を作成した。こ
の用語集に基づき、仕様に合った問題データ
および解説を作成した。作成した問題データ
を使用してSBTシステムのテスト運用を行い、
発見された不具合を改善した。 
 
(2) 平成 27 年度 
 本研究のベースとなるSBTシステムについ
て、「利用者による問題（質問文、解答、解
説）の作成、編集、削除機能」「作成された
問題をランダムに組み合わせて試験形式で
出題する機能」「問題作成数に応じた受験回
数制限機能」を実装し、レンタルしている Web
サーバで問題なく動作することを確認した。 
 構築したSBTシステムの有効性を評価する

ため、基本情報技術者試験の過去問題を元に
問題データ（質問文と解答）を作成し、予備
実験という位置付けで研究室の学生 6 人に
作問と受験を繰り返し行ってもらい、アンケ
ートに回答してもらった。アンケート結果か
ら、本システムが学習に有効であることが示
唆された。 
 SBT を開発する過程で見つかった課題への
対応として、当初計画には無かった機能を二
つ追加し、検証方法を一つ追加した。機能の
一つ目として、協力機関に利用してもらうに
あたり、アカウント管理の問題が生じたため、
認証方法に GoogleAPI を用いることとした。
機能の二つ目として、投稿された問題のカテ
ゴリが偏らないようにし、誤ったカテゴリで
問題が投稿されないようにするため、自動カ
テゴリ分類機能を開発した。二つ目の機能に
ついては、稼働中の SBT システムへの導入が
間に合わなかったため、次年度に導入予定で
ある。検証方法として、当初は PC だけを想
定していたが、実際の利用ではスマートフォ
ンやタブレットが使われる可能性が高いこ
とから、これらの端末でも利用できるデザイ
ンとし、検証を実施した。また、問題や解説
に静止画や動画も必要であることがわかり、
これらに対応する機能開発に着手した。 
 
(3) 平成 28 年度 
 構築したSBTシステムの有効性を評価する
ため、「 JSTQB 認定テスト技術者資格 
Foundation Level 試験」を対象に「SBT を用
いたブレンディッドラーニング形式での授
業や研修」を行った。具体的には、被験者に
テキストを用いて自己学習してもらった後、
SBT を用いた模擬試験受検と受検結果を基に
した解説を一週間ごとに 3回行い、本番を想
定した紙ベースの模擬試験を実施した後、実
際に資格試験を受検してもらい、アンケート
を実施した。模擬試験、資格試験、アンケー
ト結果より、本システムが学習に有効である
ことが示唆された。 
 SBT を開発する過程で見つかった課題への
対応として、当初計画には無かった「名詞誤
り検出機能」と「模擬試験結果の記録機能」
と「公的な資格試験を用いた検証」を追加し
た。「名詞誤り検出機能」を追加した理由は、
投稿問題が誤っていると、受験者が誤った知
識を習得したり混乱したりすることが考え
られるためである。「模擬試験結果の記録機
能」を追加した理由は、受験結果を用いて講
義の内容を決めるためには、出題された問題
や受験者の解答などを確認する必要がある
ためである。「公的な資格試験を用いた検証」
を追加した理由は、標準学習時間と合格率が
公開されている公的な資格試験を対象とし
て、被験者が SBT システムを用いて学習した
後に資格試験を受検し、合格率を指標とする
ことで客観的な優位性を示せると考えたた
めである。 
 



(3) 平成 29 年度 
 「協調学習・作問学習・ブレンディッドラ
ーニング」を組み合わせた学習方法の有効性
を明らかにするため、「SBT を用いた自己学
習」と「SBT を用いたブレンディッドラーニ
ング形式での授業や研修」の観点で評価を行
った。 
 「SBT を用いた自己学習」の評価では、被
験者に「情報セキュリティ基礎」の授業内で
SBT を利用してもらい、アンケートと筆記試
験を実施した。アンケートによる主観的評価
ではシェッフェの一対比較法（中谷の変法）
を用いたところ、有効な学習方法であること
が示された。筆記試験による客観的評価では
自己学習前後で試験を実施したところ、試験
結果に有意差はみられず有効な学習方法で
あることを示せなかった。 
 「SBT を用いたブレンディッドラーニング
形式での授業や研修」の評価では「医療情報
基礎知識検定試験」と「基本情報技術者試験」
を題材として、対面授業と eラーニングを併
用したブレンディッドラーニングをおこな
い、資格試験を受検してもらった上でアンケ
ートを実施した。「医療情報基礎知識検定試
験」では試験結果とアンケート結果より、「意
欲的になれるか」と「理解を深められるか」
の視点では有効性を示せたが、「効率的か」
の視点では有効性を示せなかった。「基本情
報技術者試験」では試験結果とアンケート結
果より、「意欲的になれるか」と「効率的か」
の視点では有効性を示せたが、「理解を深め
られるか」の視点では有効性を示せなかった。 
 本研究の目的は一部達成できなかったも
のの、副次的な成果として公的な資格試験を
用いた評価手法を確立できた。 
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